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概要
マルチラベルテキスト分類 [1](MLTC)は、自然言語

処理技術を現実世界に適用するうえで重要なタスク
の一つである。MLTC は事前定義されたラベルから
適切なラベルサブセット 𝑦 (𝑖) = {𝑦 (𝑖)1 , 𝑦 (𝑖)2 , · · · , 𝑦 (𝑖)𝑁 } ∈
{0, 1}𝑁 を文書 𝑥 (𝑖) ∈ 𝑋 に割り当てるタスクであり、
そのために関数 𝑓 : 𝜒 (𝑖) → 𝑦 (𝑖) を学習することが目的
である。ここで、𝑋 は文書のセット、𝑁 は事前定義さ
れたラベルの総数、𝜒 (𝑖) (𝜒 (𝑖) ⊂ ℝ𝑑) は 𝑖 番目の文書
𝑥 (𝑖) から作成された 𝑑 次元の特徴を表す。

MLTC 用のデータセットでは、概念の粒度が細か
く、かつ多数のラベルを扱うためラベルの分布が不均
衡になる場合が多い。そのため、MLTCのデータセッ
トにおいてはラベル分布がロングテールとなることが
一般的であることが指摘されている [2]。このような
分布の特徴を持つデータではデータ中に出現する頻度
が低いラベル、すなわち低頻度ラベルに対する分類精
度が低くなりやすい。これは、モデルが低頻度ラベル
を負例として学習することが多いことに起因すると考
えられる。
本研究では、MLTCにおける不均衡データの精度改

善を目的とした損失関数であるWeighted Asymmetric
Loss（WASL）を提案する。WASLは、ラベルの出現
頻度の差による影響とラベル空間の大きさに起因する
負例由来の損失値による影響を緩和することを狙い
としている。ラベルの出現頻度の差を是正するため
に Class-balanced loss[3](CBL)をもとにした重みを導
入した。また、負例由来の損失値を緩和するために、
Asymmetric Loss[4](ASL)から着想を得た重みを導入

表 1 実験結果 (一部抜粋)
Reuters-21578

Methods/Metrics macro-f1 micro-f1
RoBERTa w/ BCE 0.5862 0.9027
RoBERTa w/ CBL 0.5886 0.8990
RoBERTa w/ ASL 0.6443 0.9043

RoBERTa w/ WASL (proposed) 0.6691 0.9110

した。さらに、ラベルの共起情報を用いたラベル平滑
化を導入し、低頻度ラベルのサンプル数の少なさを補
うことで精度改善を図った。
提案手法の有効性を検証するために、MLTCのベン
チマークデータを用いた評価実験を実施した。実験
結果より、提案手法がベースライン手法の精度を統
計的に有意に上回ったことが確認された。表 1 に実
験結果の一部を抜粋して示す。ここで BCEは Binary
Cross-Entropy Lossを指す。また、追加実験としてラ
ベル分布が均衡なデータセットを用いた実験を実施し
た。追加実験の結果から提案手法とベースライン手法
に有意な差はなく、提案手法が不均衡データセットに
対して有効であることを確認した。
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